
157 首都近郊自治体をめぐる政策課題の共通性と差異性

―
コ
ロ
ナ
禍
の
市
議
会
審
議
に
焦
点
を
当
て
た
予
備
的
考
察
―

首
都
近
郊
自
治
体
を
め
ぐ
る
政
策
課
題
の
共
通
性
と
差
異
性爲

我
井

慎
之
介

Ⅰ

課
題
の
設
定

Ⅱ

分
析
の
視
点

Ⅲ

先
行
研
究

Ⅳ

分
析
対
象
と
分
析
手
法

4
．
1

分
析
対
象

4
．
2

分
析
手
法

Ⅴ

分
析
結
果

5
．
1

出
現
回
数

5
．
2

共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー

分
析

（
1
）
川
越
市

（
2
）
川
口
市

（
3
）
越
谷
市

5
．
3

小
括

Ⅵ

結
論
と
課
題



平成法政研究 第26巻第1号 158

Ⅰ

課
題
の
設
定

日
本
の
国
土
空
間
は
、「
重
複
も
な
く
、
空
隙
も
な
く
、
ど
こ
か
の
市
区
町
村
・
都
道
府
県
に
属
す（
1
）る」
形
態
に
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
わ
が
国
の
自
治
制
度
が
都
道
府
県
（
広
域
自
治
体
）
と
市
区
町
村
（
基
礎
自
治
体
）
に
よ
る
二
層
制
を
そ
の
骨
格
と

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
戦
後
の
日
本
で
は
、
国
家
の
三
要
素
に
な
ぞ
ら
え
る
よ
う
に
、「
自
治
体
」、「
区
域
」、「
住
民
」
が
ロ
ー
カ
ル

・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
構
成
要
素
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
き（
2
）た。

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
わ
が
国
で
は
、
中
央
・
地
方
関
係
に
対
す
る
改
革
的
な
取
り
組
み
が
志
向
さ
れ
続
け
て
い
る
が
、
地
方
財
政
制

度
の
根
幹
を
な
す
「
地
域
間
再
分
配
」
の
構
造
は
戦
後
一
貫
し
た
ま
ま
で
あ（
3
）る。
こ
の
こ
と
は
、「
人
口
数
の
偏
在
」
な
ど
を
含
む
地
域

間
格
差
の
問
題
に
も
間
接
的
に
影
響
を
与
え
て
き
た
。
殊
に
総
人
口
が
徐
々
に
減
少
し
て
い
る
わ
が
国
に
お
い
て
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た

る
「
大
都
市
圏
へ
の
集
中
」
の
問
題
は
未
だ
解
消
に
至
っ
て
い
な
い
。
多
数
の
自
治
体
が
連
担
す
る
大
都
市
圏
で
は
、
絶
え
ず
自
治
体
の

境
界
を
超
え
た
適
正
な
広
域
行
政
の
あ
り
方
が
必
然
的
に
問
わ
れ
て
き
た
。

大
都
市
圏
で
は
、
公
共
交
通
網
な
ど
の
発
達
に
よ
り
圏
域
内
の
交
流
人
口
が
増
加
す
る
一
方
、
圏
域
の
中
心
に
あ
る
大
都
市
自
治
体
と

そ
の
勢
力
下
に
あ
る
自
治
体
群
は
縦
割
り
の
相
互
関
係
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
大
都
市
圏
内
に
住
む
住
民
は
、
例
え
ば「
埼
玉
都
民
」、「
千

葉
都
民
」、「
神
奈
川
都
民
」
な
ど
の
俗
語
が
存
在
す
る
よ
う
に
、
潜
在
的
に
大
都
市
の
一
体
性
を
共
有
し
て
い
る
。
地
方
自
治
の
態
様
を

住
民
の
視
点
か
ら
捉
え
て
み
る
と
、
制
度
上
の
区
域
と
空
間
的
な
一
体
性
は
必
ず
し
も
整
合
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
医
療
、
防
災
、
交
通
、
教
育
、
環
境
問
題
な
ど
、
自
治
体
の
単
独
区
域
内
だ
け
で
は
完
結
し
な
い
政
策
領
域

が
存
在
し
得
る
。
と
は
言
え
、
各
自
治
体
が
直
面
す
る
課
題
の
共
通
点
が
具
体
的
に
明
示
さ
れ
な
け
れ
ば
、
広
域
行
政
の
取
り
組
み
に
す
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ら
発
展
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
昨
今
の
地
方
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
の
低
さ
な
ど
か
ら
、
都
市
部
の
住
民
ら
は
必
ず
し
も
居
住
地
の

政
策
課
題
に
対
し
て
高
い
関
心
を
寄
せ
て
い
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

「
住
民
の
視
点
か
ら
見
た
地
方
自
治
の
態
様
」
あ
る
い
は
「
自
治
体
政
治
に
対
す
る
無
関
心
層
の
増
加
」
な
ど
の
実
情
を
踏
ま
え
る
と
、

大
都
市
圏
特
有
の
政
策
課
題
は
表
出
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
大
都
市
圏
内
の
自
治
体
で
は
、
ど
の
よ
う
な
政
策
課
題
が

具
体
的
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
更
に
、
そ
れ
ら
自
治
体
間
で
相
互
に
観
察
さ
れ
る
政
策
課
題
の「
共
通
性
」と「
差
異
性
」

と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
。

本
稿
で
は
、
と
り
わ
け
都
心
か
ら
概
ね
三
〇
㎞
圏
内
に
位
置
す
る
「
首
都
近
郊
自
治
体
」（
埼
玉
県
内
の
中
核
市
三
市
）
に
焦
点
を
当

て
て
、
市
議
会
会
議
録
の
内
容
分
析
に
よ
り
得
ら
れ
た
視
覚
的
な
知
見
を
基
に
考
察
を
進
め
て
い
く
。
も
っ
と
も
、
本
稿
は
、
大
都
市
圏

特
有
の
政
策
課
題
を
析
出
す
る
際
の
標
本
と
し
て
、
地
方
議
会
会
議
録
の
妥
当
性
を
探
る
簡
易
の
予
備
的
考
察
に
と
ど
ま
る
。
特
に
こ
こ

で
は
、「
将
来
の
分
析
に
向
け
た
基
礎
的
知
見
の
獲
得
」
を
第
一
の
到
達
目
標
と
し
た
い
。

Ⅱ

分
析
の
視
点

日
本
の
中
央
政
府
は
、
主
に
人
口
規
模
の
多
寡
に
応
じ
て
、
国
内
の
自
治
体
に
対
し
全
国
的
・
画
一
的
に
行
財
政
権
限
を
付
与
す
る
傾

向
が
あ
る
。
自
治
体
の
区
域
内
に
以
前
よ
り
も
人
々
が
多
く
定
住
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
様
々
な
地
域
固
有
の
課
題
が
顕
在
化
し
得
る
。

し
た
が
っ
て
、
外
形
的
な
規
模
の
割
に
十
分
な
行
財
政
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
自
治
体
は
、
団
体
の
規
模
に
相
応
し
い
権
限
を
必
然

的
に
要
求
し
て
き
た
の
で
あ（
4
）る。

大
都
市
圏
に
連
な
る
自
治
体
群
は
、
圏
域
の
中
心
に
あ
る
巨
大
都
市
の
勢
力
圏
内
に
あ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
政
策
課
題
に
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は
一
定
の
「
共
通
性
」
が
見
出
さ
れ
得
る
。
例
え
ば
、
首
都
圏
九
都
県（
5
）市で
運
用
す
る
「
低
公
害
車
指
定
制
度
」
は
、
大
気
環
境
の
改
善

や
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
な
ど
を
目
的
に
、
自
治
体
の
区
域
を
越
え
て
相
互
に
取
り
組
む
代
表
的
な
事
例
の
一
つ
と
し
て
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
二
府
六
県
四
政
令
指
定
都
市
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
「
関
西
広
域
連（
6
）合」
は
、
分
権
型
社
会
の
構
築
を
目
指
す
わ
が
国
に
お

い
て
、「
政
府
機
能
の
地
方
移
転
を
全
国
で
唯
一
実
現
し
た
」
特
別
地
方
公
共
団
体
で
あ（
7
）る。
あ
る
い
は
、
分
権
型
社
会
に
対
応
す
る
職

員
育
成
を
目
指
し
、
広
域
自
治
体
で
あ
る
県
と
基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
町
村
が
共
同
で
取
り
組
む
事
例
な
ど
も
現
に
存
在
し
て
い（
8
）る。

「
政
策
課
題
の
解
決
方
策
は
自
治
体
の
区
域
を
超
え
て
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
す
る
な
ら
ば
、
個
々
の
自
治
体
が
抱
え
る
政
策

課
題
の
構
造
を
実
際
に
観
察
し
、
相
対
比
較
す
る
意
義
は
大
き
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、「
自
治
体
の
区
域
と
空

間
的
な
一
体
性
は
必
ず
し
も
整
合
し
な
い
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
大
都
市
圏
、
と
り
わ
け
首
都
近
郊
の
自
治
体
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
主
要

な
政
策
課
題
を
計
量
的
な
方
法
で
可
視
化
し
、
そ
れ
ら
の
「
共
通
性
」
や
「
差
異
性
」
を
明
示
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
議
論
を
進
め

る
。
具
体
的
な
方
策
と
し
て
、
地
方
議
会
（
市
議
会
）
本
会
議
の
会
議
録
を
題
材
に
、
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
る
内
容
分
析
を
試
み

る
こ
と
に
し
た
。

地
方
議
会
の
会
議
録
は
「
地
方
政
治
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
そ
の
も
の
で
あ（
9
）る」
と
さ
れ
る
。
会
議
録
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
は
、
発

言
者
ら
に
よ
る
確
認
・
修
正
を
経
て
公
開
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
、
議
会
の
審
議
内
容
を
最
も
正
確
に
記
録
・
保
存
し
た
公
式
の
媒
体
で

あ
ろ（
10
）う。
そ
の
内
容
分
析
を
通
じ
て
、
個
々
の
自
治
体
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
政
策
課
題
を
明
示
す
る
こ
と
は
十
分
に
期
待
で
き
る
。

本
稿
で
は
、
地
方
議
会
会
議
録
の
内
容
分
析
に
対
し
、
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
る
。
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
と
は
、「
定

型
化
さ
れ
て
い
な
い
文
字
情
報
の
集
ま
り
を
自
然
言
語
解
析
な
ど
の
手
法
を
用
い
て
解
析
し
、
何
ら
か
の
有
用
な
知
見
を
見
つ
け
出
す
こ

（
11
）と」
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
情
報
科
学
や
言
語
学
の
み
な
ら
ず
、
社
会
科
学
の
分
野
に
お
い
て
も
活
用
事
例
が
増
え
て
お
り
、
そ
の
要
因

の
一
つ
と
し
て
、
無
償
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
広
く
普
及
し
つ
つ
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
で
は
、「
形
態
素
解（
12
）析」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
膨
大
な
文
書
デ
ー
タ
が
品
詞
単
位
に
分
解
さ
れ
る
。
そ

れ
ら
分
解
さ
れ
た
単
語
の
出
現
頻
度
や
相
互
の
関
連
性
な
ど
が
計
量
的
ま
た
は
視
覚
的
に
明
示
さ
れ
る
こ
と
で
、
個
々
の
議
論
の
関
連
性

や
文
書
全
体
の
大
意
を
掴
む
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
あ
る
単
語
に
対
し
て
、
同
一
の
意
味
内
容
を
示
す
方
言
や
敬
語
な
ど
が
混
在
す
る
サ
ン
プ
ル
を
分
析
す
る
場
合
に
は
、
更
な
る

解
釈
上
の
縮
約
が
必
要
に
な
っ
て
し
ま
う
。
あ
る
い
は
、
ひ
ら
が
な
が
連
続
す
る
特
殊
な
表
現
が
単
独
で
含
ま
れ
る
よ
う
な
文
章
の
デ
ー

タ
で
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
上
で
正
し
く
品
詞
が
分
解
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
得
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
デ
メ
リ
ッ
ト
に
留
意
し
た
分
析
に

よ
れ
ば
、
析
出
さ
れ
る
単
語
の
関
連
性
か
ら
、
個
々
の
自
治
体
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
政
策
課
題
を
概
括
的
に
整
理
し
、
自
治
体
間
で
相
対

比
較
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

本
研
究
は
、
地
方
議
会
の
動
態
を
探
る
こ
と
を
第
一
義
的
な
目
標
と
は
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
は
地
方
議
会
の
議
事
録
を
活

用
し
、
自
治
体
の
区
域
内
で
議
論
さ
れ
て
い
る
政
策
課
題
の
「
傾
向
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、「
区
域
」
に
と
ら
わ
れ
が
ち
な
自
治

制
度
の
あ
り
方
を
探
る
と
い
う
点
を
最
終
的
な
目
標
に
据
え
て
い
る
。
と
は
言
え
、
地
方
議
会
会
議
録
の
内
容
分
析
を
行
う
際
、
地
方
議

会
の
捉
え
方
に
よ
っ
て
分
析
の
主
眼
は
異
な
っ
て
く
る
と
さ
れ（
13
）る。
本
稿
で
は
、
地
方
議
会
は
「
自
治
体
の
総
合
的
な
審
議
の（
14
）場」
で
あ

る
と
の
観
点
か
ら
、
議
員
発
言
と
行
政
の
答
弁
の
両
方
を
一
括
し
て
分
析
対
象
と
す
る
手
法
（
総
発
言
分
析
モ
デ
ル
）
を
簡
易
的
に
採
用

し
た
。

Ⅲ

先
行
研
究

地
方
議
会
で
行
わ
れ
て
い
る
審
議
は
形
式
的
・
儀
礼
的
で
あ
り
、
自
治
体
政
策
の
内
容
に
対
す
る
影
響
力
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な
い
と
の
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一
般
的
な
見
方
が
存
在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
自
然
言
語
処
理
に
関
す
る
技
術
が
発
達
し
、
従
来
、
意
味
内
容
を
定
量
化
し
て

捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
文
書
形
式
の
デ
ー
タ
を
視
覚
化
し
て
要
約
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
地
方

議
会
の
「
会
議
録
」
そ
の
も
の
を
分
析
対
象
と
す
る
研
究
事
例
が
徐
々
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
（
高
丸
（
二
〇
一
三
）、
増
田
（
二
〇
一
四
）、

小
田
切
（
二
〇
一
六
、
二
〇
一
九
）、
國
原
（
二
〇
一
八
）、
芦
谷
（
二
〇
二
〇
）、
地
方
議
会
研
究
班
（
二
〇
二
〇
）
な
ど
）。
今
や
、
地

方
議
会
会
議
録
を
用
い
た
研
究
事
例
は
、
領
域
別
に
分
け
て
概
観
で
き
る
程
度
に
ま
で
研
究
の
裾
野
が
広
が
っ
て
い（
15
）る。

例
え
ば
増
田
（
二
〇
一
六
、
二
〇
一
八
）
は
、
北
関
東
主
要
七
市
議
会
会
議
録
の
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
っ
て
、
各
市
議
会
に
共

通
し
て
観
察
さ
れ
る
政
策
課
題
を
明
示
し
た
も
の
で
あ
り
、本
研
究
と
部
分
的
に
問
題
関
心
を
共
有
し
て
い
る
。増
田
は
、概
ね
人
口
二
〇

万
人
以
上
を
擁
す
る
七
つ
の
自
治（
16
）体の
複
数
年
に
わ
た
る
膨
大
な
会
議
録
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
用
い
て
、「
議
員
発
言
」
と
「
行
政
答
弁
」

を
区
別
し
つ
つ
、
最
終
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
審
議
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
そ
の
知
見
は
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

本
研
究
は
、「
大
都
市
圏
内
」
と
い
う
地
理
的
条
件
を
共
有
す
る
自
治
体
間
の
政
策
課
題
に
対
す
る
「
共
通
性
」
と
「
差
異
性
」
に
焦
点

を
当
て
て
お
り
、
研
究
の
着
想
源
は
異
な
っ
て
い
る
。

筆
者
も
ま
た
、
爲
我
井
（
二
〇
一
五
ａ
）
に
お
い
て
、
越
谷
市
議
会
（
本
会
議
）
の
会
議
録
か
ら
大
都
市
制
度
の
周
辺
課
題
に
限
定
さ

れ
た
デ
ー
タ
を
抽
出
し
、
計
量
テ
キ
ス
ト
分
析
を
試
み
て
い
る
（
分
析
対
象
期
間：

二
〇
〇
一
年
一
月
〜
二
〇
〇
三
年
一
二
月
）。
も
っ

と
も
、
そ
の
問
題
関
心
は
主
に
越
谷
市
の
「
特
例
市
移
行
」
に
あ
り
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
の
域
を
超
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、

本
研
究
が
重
視
す
る
「
自
治
体
間
の
相
対
比
較
」
は
、
拙
稿
の
分
析
モ
デ
ル
に
対
し
て
更
な
る
発
展
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
捉
え
る

こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、
本
稿
が
焦
点
を
当
て
る
政
策
課
題
の
「
共
通
性
」
と
「
差
異
性
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
主
題
に
含
め
た
研
究
事
例
に
は
、

松
田
（
二
〇
一
七
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
松
田
は
、
日
韓
の
公
的
医
療
保
険
に
お
け
る
保
険
料
賦
課
の
現
状
と
課
題
を
検
討
し
た
二
つ
の
先
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行
研
究
を
基
に
、
両
国
に
お
け
る
政
策
課
題
の
共
通
性
と
差
異
に
つ
い
て
、
医
療
保
険
の
制
度
配
置
上
の
違
い
に
注
目
し
つ
つ
考
察
を
深

め
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
行
研
究
の
レ
ビ
ュ
ー
を
中
心
と
し
た
枠
組
み
は
、
本
稿
と
は
大
き
く
異
な
る
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
市
議
会
会
議
録
の
内
容
分
析
を
通
じ
て
、
首
都
近
郊
の
自
治
体
を
め
ぐ
る
政
策
課
題
を
相
対
的
に
比
較
し
、
互

い
の
「
共
通
性
」
と
「
差
異
性
」
を
考
察
し
よ
う
と
試
み
る
先
行
研
究
は
、
管
見
の
限
り
存
在
し
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
本
研
究
は
探
索

的
で
あ
り
、
新
規
性
と
発
展
可
能
性
を
伴
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅳ

分
析
対
象
と
分
析
手
法

4
．
1

分
析
対
象

大
都
市
圏
内
に
位
置
す
る
自
治
体
の
政
策
課
題
を
相
対
比
較
す
る
に
は
、
当
然
複
数
の
自
治
体
を
分
析
対
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
れ
ら
自
治
体
を
選
択
す
る
た
め
の
枠
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。
わ
が
国
の
「
首
都
圏
」
と
は
、「
東
京
都
の
区
域
及
び
政
令
で
定
め
る
そ

の
周
辺
の
地
域
を
一
体
と
し
た
広（
17
）域」
と
さ
れ
て
お
り
、
東
京
都
の
ほ
か
、
茨
城
県
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川

県
及
び
山
梨
県
内
の
全
て
の
地
域
が
当
て
は
ま
り
得
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
都
心
（
東
京
都
の
区
部
）
へ
の
至
便
性
や
人
口
密
度
の

高
さ
な
ど
を
考
慮
し
、
東
京
都
（
市
部
）、
埼
玉
県
、
千
葉
県
及
び
神
奈
川
県
内
の
自
治
体
を
「
首
都
近
郊
自
治
体
」
と
し
て
定
義
し
た

い
。と

は
言
え
、
数
あ
る
「
首
都
近
郊
自
治
体
」
も
ま
た
、
政
令
指
定
都
市
、
中
核
市
及
び
一
般
の
市
・
町
・
村
な
ど
、
自
治
制
度
上
の
位

置
付
け
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
る
。
政
令
指
定
都
市
や
中
核
市
な
ど
は
、
共
に
法
令
上
の
「
保
健
所
政
令（
18
）市」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ

る
が
、
そ
の
他
の
権
限
は
政
令
指
定
都
市
を
頂
点
と
す
る
階
層
区
分
に
応
じ
て
付
与
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自
治
体
の
規
模
は
、
地
方
議
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会
の
議
員
定
数
や
会
派
構
成
な
ど
に
も
連
関
し
、
間
接
的
に
審
議
内
容
に
影
響

が
及
ぶ
可
能
性
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
都
市
区
分
、
規
模
、
地
理
的

近
接
性
及
び
都
市
特
性
の
類
似
点
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、
中
核
市
以
上
か
つ
同

一
都
市
区
分
の
自
治
体
で
あ
っ
て
、
相
対
的
に
比
較
可
能
な
同
一
都
県
内
に
所

在
す
る
団
体
を
分
析
対
象
に
複
数
選
択
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
〇
二
一
年
四
月
現
在
、
本
稿
の
「
首
都
近
郊
自
治
体
」
に
当
て
は
ま
る
政

令
指
定
都
市
で
あ
っ
て
、
同
一
県
内
に
複
数
位
置
し
て
い
る
事
例
は
、
神
奈
川

県
内
の
三
市
（
横
浜
市
・
川
崎
市
・
相
模
原
市
）
に
限
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、

拙
稿
（
二
〇
一
五
ｂ
）
の
知（
19
）見か
ら
、
そ
れ
ら
団
体
の
規
模
や
都
市
特
性
に
は

大
き
な
格
差
が
見
ら
れ
、
単
純
に
相
対
比
較
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

一
方
、
中
核
市
に
関
し
て
は
、
埼
玉
県
内
の
三
市
（
川
越
市
・
川
口
市
・
越

谷
市
）
及
び
千
葉
県
内
の
二
市
（
船
橋
市
・
柏
市
）
が
分
析
対
象
の
候
補
と
し

て
浮
か
び
上
が
る
。
本
稿
で
は
、
サ
ン
プ
ル
間
の
相
対
性
を
よ
り
確
保
す
る
観

点
か
ら
、
同
一
県
内
に
所
在
す
る
中
核
市
の
数
が
多
い
前
者
（
川
越
市
・
川
口

市
・
越
谷
市
）
を
分
析
の
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
と
し
て
選
択
し
た
（
表
1
）。

三
市
は
、
共
通
し
て
都
心
か
ら
三
〇
㎞
圏
内
に
位
置
し
て
お
り
、
昼
夜
間
人

口
比
率
は
全
て
一
〇
〇
％
未
満
で
あ
る
。
各
市
は
、
現
行
中
核
市
制
度
の
移
行

要（
24
）件を
十
分
に
満
た
し
て
い
る
も
の
の
、
地
方
の
主
要
都
市
を
想
起
さ
せ
る
文

表1 分析対象自治体の概
（20）

要

（出典）平成27年度国勢調査（総務省統計局）「人口等基本集計」（21）及び「従業地・通学地による
人口・就業状態等集計」（22）並びに埼玉県ホームページ「市町村データ 10.財政力指数一
覧」（23）を基に筆者作成
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字
ど
お
り
の
「
中
核
」
的
な
都
市
の
様
態
を
備
え
て
い
る
と
ま
で
は
言
え
ま
い
。
例
え
ば
、
北
関
東
地
方
の
主
要
都（
25
）市な
ど
と
比
較
し
て

み
て
も
、
同
じ
関
東
圏
で
あ
り
な
が
ら
人
口
密
度
や
昼
夜
間
人
口
比
率
な
ど
の
属
性
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
都

心
へ
の
通
勤
・
通
学
圏
」
と
い
う
地
理
的
条
件
が
関
わ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

4
．
2

分
析
手
法

こ
こ
で
は
、
分
析
対
象
三
市
議
会
（
本
会
議
）
の
会
議
録
デ
ー
タ
を
用
い
て
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
を
行
う
。
使
用
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
は
「K

H
C
ode

（
26
）

r

」
と
す
る
。
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
は
、
各
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
整
備
さ
れ
て
い
る
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
抽
出
し
た
。
ま
た
、
分
析
対
象
の
範
囲
は
、
政
策
課
題
を
対
象
と
し
た
比
較
実
証
研
究
の
発
展
可
能
性
を
探
る
こ
と
を
第
一
の

目
標
と
し
て
、
二
〇
二
〇
年
一
月
か
ら
一
二
月
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
定
例
会
（
全
四
回
）
の
み
と
し
た
。
そ
の
期
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
（C

O
V
ID

―19

）の
感
染
拡
大
に
対
し
て
、
自
治
体
が
断
続
的
に
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
時
期
に
も
重
な
っ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
い
わ
ゆ
る
「
コ
ロ
ナ
禍
」
と
い
う
切
迫
し
た
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
る
社
会
状
況
下
に
お
い
て
、
論
じ
ら
れ
る
政
策
課
題
に

特
殊
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
翻
っ
て
、「
コ
ロ
ナ
禍
」
に
お
け
る
地
方
議
会
の
審
議
構
造
が
相
対
的
に
明
示
さ
れ

る
と
い
う
意
味
で
は
、
新
た
な
知
見
の
獲
得
に
繋
が
る
と
の
見
方
も
で
き
る
。
そ
れ
ら
両
方
の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
本
分
析
で

は
、
三
市
の
市
議
会
審
議
に
お
け
る
政
策
課
題
の
「
共
通
性
」
と
「
差
異
性
」
を
視
覚
的
に
明
示
す
る
よ
う
に
試
み
る
。

分
析
結
果
は
、
爲
我
井
（
二
〇
一
五
ａ
）
の
方
法
を
踏
襲
し
、
名（
27
）詞を
用
い
た
頻
出
語
数
の
比
較
を
試
み
た
後
、
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

及
び
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
に
よ
り
図
表
化
す
る
。
そ
の
際
、
次
の
点
に
留
意
し
て
分
析
を
進
め
る
。

「K
H
C
oder

」
に
よ
る
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
描
画
さ
れ
て
い
る
語
（node

）
の
数
（
Ｎ
）
が
一
〇
〇
以
上
に
な
る
と
、
解
釈
が

困
難
に
な
り
得（
28
）る。
し
た
が
っ
て
、
各
図
表
の
作
画
に
投
入
す
る
単
語
数
は
、「K

H
C
oder

」
の
操
作
パ
ネ
ル
に
お
い
て
、
描
画
す
る
共
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起
関
係
（edge

）
の
数
（
Ｅ
）
と
し
て
設
定
さ
れ
る
デ
フ
ォ
ル
ト
値
（
描
画
数
六
〇
）

を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
こ
と
で
自
動
判
別
さ
れ
る
語
数
と
し
た
。
ち
な
み
に
「
Ｅ＝

六

〇
」
と
は
、「
六
〇
か
ら
七
〇
程
度
の
抽
出
語
を
分
析
す
る
の
に
適
し
た（
29
）値」
で
あ
る

と
さ
れ
、
実
際
に
描
画
さ
れ
る
Ｎ
の
数
も
ま
た
そ
れ
以
下
に
な（
30
）ると
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
会
議
録
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
に
は
、
例
え
ば
「
市
長
」
や
「
議
員
」
な
ど
、

審
議
を
進
め
る
う
え
で
頻
繁
に
使
用
さ
れ
が
ち
な
特
定
の
語
句
が
存
在
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
ら
言
説
は
、
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
投
入
量
に
応
じ
て
、
図
表
上
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
形
成
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
。

本
分
析
は
、
対
象
自
治
体
に
お
け
る
主
要
な
政
策
課
題
の
「
概
括
的
な
内
容
」
を
表

出
さ
せ
る
こ
と
を
企
図
し
て
お
り
、
各
議
会
に
お
け
る
審
議
の
動
態
を
探
る
こ
と
ま
で

を
目
標
と
は
し
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
議
会
審
議
・
答
弁
と
密
接
に
関
連

し
得
る
名
詞
（
五
〇
語
）
を
操
作
的
に
分
析
か
ら
除
外
し
た
（
表
2
）。
こ
の
方
法
に

よ
り
、
形
式
的
・
儀
礼
的
な
単
語
を
極
力
排
し
つ
つ
、
政
策
課
題
に
関
連
す
る
語
句
と

そ
の
共
起
性
な
ど
を
図
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

表2 本分析から除外した名詞（50語）

（出典）筆者作成



167 首都近郊自治体をめぐる政策課題の共通性と差異性

Ⅴ

分
析
結
果

表
3
は
、
本
分
析
に
係
る
各
市
別
の
主
要
統
計
量
を
一
覧
表
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
「
総
抽
出
語
数
」
と
は
、
対
象
期
間

（
二
〇
二
〇
年
一
月
〜
一
二
月
）
に
お
け
る
全
て
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
こ
と
を
指
す
。
ま
た
、「
名
詞
（
調
整
前
）」と
「
名
詞
（
調
整

後
）」の
差
異
は
、
表
2
で
リ
ス
ト
化
し
た
名
詞
を
「
含
む
／
含
ま
な
い
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
本
分
析
で
は
後
者
（
調
整
後
）
の
デ
ー

タ
を
使
用
し
た
。

以
下
で
は
、
分
析
結
果
を
基
に
順
次
考
察
を
進
め
て
い
く
。

5
．
1

出
現
回
数

表
4
は
、
各
市
で
頻
繁
に
用
い
ら
れ
て
い
る
名
詞
を
上
位
二
〇
位
ま
で
一
覧
表
化
し
た
も
の
で

あ
る
。
各
市
に
共
通
し
て
最
も
多
く
出
現
し
た
名
詞
は
「
事
業
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
自
治
体

が
決
定
し
た
政
策
を
実
施
過
程
に
移
す
取
り
組
み
を
示
唆
す
る
単
語
で
あ
り
、
背
景
に
あ
る
政
策

課
題
は
多
様
に
存
在
し
得
る
。
こ
の
ほ
か
、
①
「
支
援
」、
②
「
計
画
」、
③
「
市
民
」、
④
「
対

応
」、
⑤
「
実
施
」、
⑥
「
対
策
」
な
ど
も
、
他
の
単
語
と
の
結
び
付
き
方
に
よ
っ
て
多
義
的
に
解

釈
可
能
な
単
語
と
言
え
る
。

各
市
の
第
二
位
か
ら
第
五
位
ま
で
の
名
詞
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
、
川
越
市
は「
状
況
」（
二
、

一
四
四
回
）、「
感
染
」（
二
、
一
四
二
回
）、「
支
援
」（
二
、
一
三
六
回
）、「
施
設
」（
二
、
〇
五

表3 主要統計量（各市別）

（出典）筆者作成
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七
回
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

川
口
市
は「
支
援
」（
一
、
二
四
〇
回
）、「
感
染
」

（
一
、
二
〇
三
回
）、「
市
民
」（
九
六
一
回
）、「
施

設
」（
九
二
一
回
）の
順
、
越
谷
市
は「
感
染
」（
一
、

五
〇
七
回
）、「
支
援
」（
一
、
三
七
五
回
）、「
教

育
」（
一
、
三
四
三
回
）、「
コ
ロ
ナ
」（
一
、
二
五

一
回
）
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
含
ま
れ
る
名
詞
の

序
列
や
内
容
に
は
若
干
の
違
い
が
見
ら
れ
た
。
そ

れ
で
も
、「
新
型
」、「
コ
ロ
ナ
」、「
ウ
イ
ル
ス
」、

「
感
染
」
な
ど
の
単
語
は
、
各
市
と
も
上
位
二
〇

位
以
内
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
各
市
議
会
は
、
共
通
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
（C

O
V
ID

―19

）の
対
策
に
重
点
を

置
く
議
論
を
進
め
て
い
た
こ
と
が
容
易
に
推
察
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
例
え
ば
「
施
設
」、「
教
育
」、「
学
校
」

な
ど
は
、
自
治
体
の
個
別
的
・
具
体
的
な
施
策
と

関
連
し
得
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
、
各
市
の
リ
ス

表4 各市頻出語（調整後：上位20名詞）

（出典）筆者作成



169 首都近郊自治体をめぐる政策課題の共通性と差異性

ト
に
全
て
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
ほ
か
、「
整
備
」（
川
越
市
・
川
口
市
）、「
医
療
」（
川
口
市
・
越
谷
市
）、「
保
育
」（
川

越
市
）、「
避
難
」（
越
谷
市
）
な
ど
も
同
様
に
捉
え
る
こ
と
の
で
き
る
単
語
と
言
え
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
ら
の
単
語
が
ど
の
よ
う
な
文

脈
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
に
関
し
て
は
、
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
な
ど
に
よ
っ
て
、
単
語
間
の
結
び
付
き
を

更
に
精
査
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

5
．
2

共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析

次
に
、
こ
こ
で
は
、
全
体
的
な
単
語
の
共
起
関
係
を
各
市
別
に
確
認
す
る
。
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
サ
ブ
グ
ラ（
31
）フに
施
す
政
策
課
題

の
ラ
ベ
リ
ン
グ
は
、増
田（
二
〇
一
七
）の
定（
32
）式を
援
用
し
た
。階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
の
結
合
方
法
はW

ard

法
、距
離
計
算
はJaccard

係
数
を
そ
れ
ぞ
れ
選
択
し
た
。
ま
た
、
使
用
頻
度
が
上
位
五
〇
位
程
度
ま
で
の
名
詞
を
用
い
た
デ
ン
ド
ロ
グ
ラ
ム
に
な
る
よ
う
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
操
作
パ
ネ
ル
に
お
け
る
「
語
の
最
小
出
現
数
」
は
、
十
の
位
ま
で
の
概
数
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
調
整
を
行
っ
た
。

（
1
）
川
越
市

図
1
は
川
越
市
に
お
け
る
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。こ
こ
で
の
サ
ブ
グ
ラ
フ
は
大
き
く
七
つ
に
分
解
さ
れ
た
。増
田
の
定
式
に
沿
っ

て
各
サ
ブ
グ
ラ
フ
の
語
句
を
縮
約
す
る
と
、
凡
例
の
01
は
「
子
育
て
・
教
育
」、
02
は
「
行
財
政
運
営
」、
03
は
「
高
齢
社
会
」、
04
は
「
保

健
医
療
体
制
」、
05
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
」、
06
は
「
災
害
・
避
難
」、
07
は
「
産
業
・
観
光
」
と
し
て
ラ
ベ
リ
ン
グ
す
る
こ
と
が
で
き

た
。例

え
ば
、「
事
業
」、「
市
民
」、「
地
域
」
な
ど
は
、
行
政
に
関
わ
る
多
義
的
な
語
句
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
自
治
体
に
共
通
し
得
る
基
本

構
造
と
し
て
サ
ブ
グ
ラ
フ
化
さ
れ
る
傾
向
が
観
察
さ
れ
て
い（
33
）る。
し
か
し
、
川
越
市
の
ケ
ー
ス
で
は
、「
事
業
」が
01
（
子
育
て
・
教
育
）
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の
サ
ブ
グ
ラ
フ
に
、「
市
民
」
が
03
（
高
齢

社
会
）
の
サ
ブ
グ
ラ
フ
に
そ
れ
ぞ
れ
包
摂
さ

れ
て
い
た
。
ま
た
、
サ
ブ
グ
ラ
フ
同
士
の
関

係
に
注
目
す
る
と
、「
コ
ロ
ナ
」
と
「
支
援
」、

「
支
援
」
と
「
相
談
」、「
福
祉
」
と
「
社
会
」

な
ど
、
各
単
語
を
介
し
て
四
つ
の
サ
ブ
グ
ラ

フ
が
緩
や
か
に
接
続
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

川
越
市
に
お
け
る
二
〇
二
〇
年
の
市
議
会
審

議
で
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
」
に
関
連
し
、

「
子
育
て
・
教
育
」、「
保
健
医
療
体
制
」、「
高

齢
社
会
」
な
ど
の
政
策
課
題
が
直
接
的
・
一

体
的
に
論
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
も
解

釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

02
（
行
財
政
運
営
）
の
サ
ブ
グ
ラ
フ
は
四

つ
以
上
の
単
語
か
ら
な
る
も
の
だ
が
、
特
に

こ
こ
で
は
、「
計
画
」
や
「
施
設
」
な
ど
に

関
す
る
発
言
数
の
多
さ
が
視
覚
的
に
明
示
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
06
（
災
害
・
避

図1 共起ネットワーク（川越市）
（サブグラフ検出・媒介 名詞及びサ変名詞 最小出現数495 Ｎ44）

（出典）筆者作成
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難
）
や
07
（
産
業
・
観
光
）
な
ど
の
小
規
模
な
サ
ブ
グ
ラ
フ
が
独
立
し
て
形
成
さ
れ
た
。
07
の
「
産
業
（
五
四
七
語
）
・
観
光
（
七
二
一

語
）」に
あ
っ
て
は
、
議
事
進
行
上
の
形
式
的
な
言（
34
）説を
含
む
反
面
、「
小
江
戸
川
越
」
な
ら
で
は
の
政
策
課
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
可

能
で
あ
ろ
う
。

図
2
は
同
一
デ
ー
タ
を
基
に
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
行
っ
た
結
果
で
あ
る
。
こ
こ
で
使
用
さ
れ
た
名
詞
は
五
二
語
で
あ
り
、
全
体
で
七
つ

に
区
分
さ
れ
た
。
デ
ン
ド
ロ
グ
ラ
ム
全
体
の
特
徴
と
し
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
」
に
関
す
る
ク
ラ
ス
タ
ー
と
残
り
六
つ
の
ク

図2 階層的クラスター（川越市）
（Ward 法 名詞及びサ変名詞 最小出現数600
52語 7クラスター）

（出典）筆者作成
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ラ
ス
タ
ー
が
大
き
く
二
分
さ
れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
」
に
関
す
る
ク
ラ
ス
タ
ー
に
隣
接
し
て
い
る
の
は
、
子
育
て
・
教
育
関
連
（
五
語
）
の
ク
ラ
ス
タ
ー
で

あ
る
。
そ
れ
に
続
い
て
「
管
理
・
指
定
」（
二
語
）、「
体
制
・
医
療
・
検
査
」（
三
語
）
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
順
に
独
立
し
て
形
成
さ
れ
た
。

最
大
の
ク
ラ
ス
タ
ー
（
一
九
語
）
は
デ
ン
ド
ロ
グ
ラ
ム
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
お
り
、「
施
設
」、「
計
画
」、「
整
備
」、「
事
業
」、「
予

算
」、「
実
施
」
な
ど
、
行
政
事
務
の
執
行
に
関
わ
る
言
説
が
主
な
構
成
要
素
に
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
に
次
ぐ
大
き
さ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
（
一
三
語
）
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
」
の
ク
ラ
ス
タ
ー
か
ら
最
も
遠
い
位
置
に
形
成

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
に
は
、
広
く
福
祉
行
政
に
係
る
名
詞（「
福
祉
」、「
社
会
」、「
高
齢
」、「
保
険
」）の
ほ
か
、「
市
民
」、「
生

活
」、「
支
援
」、「
相
談
」
な
ど
、
住
民
対
応
に
関
連
す
る
語
句
が
比
較
的
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
両
方
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が

挟
む
位
置
に
は
、「
財
政
」、「
避
難
」
な
ど
の
単
語
に
よ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
（
六
語
）
が
独
立
し
て
形
成
さ
れ
た
。

（
2
）
川
口
市

図
3
は
川
口
市
に
お
け
る
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
サ
ブ
グ
ラ
フ
は
、
01
「
行
財
政
運
営
」、
02
「
子
育
て
・
教
育
」、

03
「
相
談
・
セ
ン
タ
ー
」、
04
「
補
助
制
度
」、
05
「
保
険
・
負
担
」、
06
「
保
健
医
療
体
制
」、
07
「
市
内
経
済
」、
08
「
防
災
ま
ち
づ
く

り
」、
09
「
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
」
と
し
て
九
つ
に
分
解
さ
れ
た
。

サ
ブ
グ
ラ
フ
01
（
行
財
政
運
営
）
は
、
川
越
市
に
類
す
る
名
詞
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
最
頻
出
語
の
「
事
業
」

の
ほ
か「
支
援
」、「
予
算
」な
ど
の
単
語
を
包
摂
す
る
基
本
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
03
（
相
談
・
セ
ン
タ
ー
）、
04
（
補
助
制
度
）、
05
（
保

険
・
負
担
）、
07
（
市
内
経
済
）
な
ど
は
、
二
つ
の
語
に
よ
る
小
規
模
な
サ
ブ
グ
ラ
フ
で
あ
っ
た
。
08
（
防
災
ま
ち
づ
く
り
）
は
、
そ
の

構
成
要
素
か
ら
、
既
述
の
川
越
市
や
後
述
す
る
越
谷
市
の
「
災
害
・
避
難
」
に
も
類
す
る
課
題
と
言
え
よ
う
。
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例
え
ば
、
03
（
相
談
・
セ
ン
タ
ー
）
は
、

「
子
ど
も
」、「
配
偶
者
」、「
障
が
い
者
」、「
外

国
人
」
な
ど
、
複
数
の
政
策
領
域
に
わ
た
る

相
談
業
務
が
関
連
し
得
る
多
義
的
な
ラ
ベ
ル

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
「
Ｋ

Ｗ
Ｉ
Ｃ
コ
ン
コ
ー
ダ
ン
ス
」
機
能
を
用
い
て

単
語
の
出
現
状
況
を
個
々
に
観
察
し
て
み
る

と
、
本
事
例
で
は
、
二
〇
二
〇
年
四
月
に
新

設
さ
れ
た
「
子
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
」

に
関
す
る
発
言
数
が
少
な
く
と
も
影
響
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
っ（
35
）た。
同
じ
く
、
05
（
保

険
・
負
担
）
の
サ
ブ
グ
ラ
フ
形
成
に
関
し
て

語
句
の
出
現
状
況
を
個
々
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、「
介
護
保
険
」、「
国
民
健
康
保
険
」、「
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
」
な
ど
の
複
合
語
の

存
在
が
際
立
っ
て
い
た
。つ
ま
り
、前
者（
03
）

は
「
子
育
て
・
教
育
」、
後
者（
05
）は「（
高

齢
者
）
福
祉
」
に
関
連
し
得
る
サ
ブ
グ
ラ
フ

図3 共起ネットワーク（川口市）
（サブグラフ検出・媒介 名詞及びサ変名詞 最小出現数240 Ｎ41）

（出典）筆者作成
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と
言
え
る
。

サ
ブ
グ
ラ
フ
06
（
保
健
医
療
体
制
）
と
09
（
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
）
は
、「
感
染
」、「
医
療
」、「
体
制
」、「
ウ
イ
ル
ス
」
な
ど
の
名
詞
を

介
し
て
緩
や
か
に
接
続
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
川
越
市
と
同
様
の
傾
向
が
一
部
に
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
他
七
つ
の
サ
ブ
グ

ラ
フ
は
個
々
に
独
立
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
踏
ま
え
る
と
「
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
」
の
周
辺
課
題
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
。

図
4
は
同
一
デ
ー
タ
を
基
に
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
行
っ
た
結
果
で
あ
る
。
分
析
に
使
用
さ
れ
た
名
詞
は
四
九
語
で
あ
り
、
七
ク
ラ
ス
タ

ー
に
よ
る
デ
ン
ド
ロ
グ
ラ
ム
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
こ
で
も
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
」
に
関
わ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
が
独
立
す
る
一
方
、

そ
れ
に
対
峙
し
て
残
り
六
つ
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
形
成
さ
れ
る
構
造
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
」
に
関
わ
る
ク
ラ
ス
タ
ー
に
は
「
児
童
」
や
「
生
徒
」
な
ど
を
含
む
子
育
て
・
教
育
関
連
の
ク
ラ
ス
タ

ー
（
五
語
）
が
接
し
て
い
る
。
次
い
で
、「
制
度
・
保
険
・
負
担
」（
三
語
）、「
医
療
」
や
「
体
制
」
な
ど
を
含
む
語
群
（
四
語
）、「
災
害

・
避
難
」（
二
語
）
な
ど
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
順
に
形
成
さ
れ
た
。

最
大
の
ク
ラ
ス
タ
ー
（
一
六
語
）
は
、
デ
ン
ド
ロ
グ
ラ
ム
の
一
番
下
側
に
位
置
し
て
お
り
、「
事
業
」、「
予
算
」、「
対
策
」、「
計
画
」、

「
整
備
」
な
ど
、
行
政
事
務
の
執
行
に
係
る
語
句
を
中
心
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
「
水
道
」（
三
四
九
語
）
が
含
ま
れ
て
い

る
の
は
、
川
口
市
が
約
二
〇
年
ぶ
り
に
実
施
し
た
水
道
料
金
改
定
の
影
響
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ（
36
）る。
そ
の
次
に
大

き
な
ク
ラ
ス
タ
ー
（
一
四
語
）
は
デ
ン
ド
ロ
グ
ラ
ム
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
お
り
、「
経
済
」、「
生
活
」、「
支
援
」
な
ど
、
主
と
し
て

行
政
に
対
す
る
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
関
連
し
得
る
単
語
が
複
数
含
ま
れ
て
い
た
。
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（
3
）
越
谷
市

図
5
は
越
谷
市
の
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
既
述
の
定
式
に
よ
り
、
サ
ブ
グ
ラ
フ
は
九
つ
（
01
「
公
共
施
設
」、
02
「
保
健
医
療

体
制
」、
03
「
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
」、
04
「
支
援
・
事
業
」、
05
「
環
境
・
経
済
」、
06
「
子
育
て
・
教
育
」、
07
「
災
害
・
避
難
」、
08
「
総

合
計
画
」、
09
「
地
区
セ
ン
タ
ー
」）に
区
分
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
サ
ブ
グ
ラ
フ
の
う
ち
、
03
（
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
）
と
04
（
支
援
・
事
業
）

図4 階層的クラスター（川口市）
（Ward 法 名詞及びサ変名詞 最小出現数320
49語 7クラスター）

（出典）筆者作成
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は
緩
や
か
に
接
続
し
た
。

他
の
二
市
と
視
覚
的
に
大
き
く
異
な
る
点

と
し
て
、
越
谷
市
の
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

は
「
行
財
政
運
営
」
の
サ
ブ
グ
ラ
フ
が
存
在

し
な
い
。
し
か
し
、
01
（
公
共
施
設
）、
04

（
支
援
・
事
業
）、
08
（
総
合
計
画
）、
09

（
地
区
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
の
サ
ブ
グ
ラ
フ
を

個
々
に
検
討
す
る
と
、
他
市
の
ケ
ー
ス
で
は

「
行
財
政
運
営
」
と
し
て
一
括
り
に
さ
れ
る

単
語
が
比
較
的
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
越
谷

市
の
ラ
ベ
ル
に
「
行
財
政
運
営
」
が
な
い
の

は
、
名
詞
間
の
相
関
関
係
に
よ
っ
て
、
個
々

の
結
び
付
き
が
よ
り
細
分
化
さ
れ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。

そ
の
ほ
か
、
越
谷
市
で
は
、
02
（
保
健
医

療
体
制
）、
05
（
環
境
・
経
済
）、
06
（
子
育

て
・
教
育
）、
07
（
災
害
・
避
難
）
な
ど
の

独
立
し
た
サ
ブ
グ
ラ
フ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

図5 共起ネットワーク（越谷市）
（サブグラフ検出・媒介 名詞及びサ変名詞 最小出現数290 N41）

（出典）筆者作成



177 首都近郊自治体をめぐる政策課題の共通性と差異性

例
え
ば
、
05
の
「
環
境
（
四
九
七
語
）
・
経
済
（
四
一
二
語
）」に
つ
い
て
、
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
上
の
各
語
の
出
現
状
況
を
観
察
し
て
み
る

と
、
そ
の
サ
ブ
グ
ラ
フ
形
成
の
背
景
に
は
、
議
事
進
行
の
中
で
含
ま
れ
る
形
式
的
な
発（
37
）言の
み
な
ら
ず
、
地
域
固
有
の
施
策
に
関
す
る
議

論
な
ど
も
存
在
し
て
い（
38
）た。

07
の
「
災
害
（
四
五
一
語
）
・
避
難
（
六
八
四
語
）」に
あ
っ
て
は
、
東
日
本
大
震
災
以
降
に
注
目
さ
れ
が
ち

な
「
災
害
に
対
す
る
備
え
」
の
議
論
の
み
な
ら
ず
、「
コ
ロ
ナ
禍
」
を
契
機
と
し
た
「
避
難
所
の
感
染
症
対
策
」
と
い
う
新
た
な
課
題
に

対
し
、
議
論
が
活
発
化
し
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

図6 階層的クラスター（越谷市）
（Ward 法 名詞及びサ変名詞 最小出現数380
52語 7クラスター）

（出典）筆者作成
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図
6
は
同
一
デ
ー
タ
を
基
に
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
行
っ
た
結
果
で
あ
る
。
こ
こ
で
使
用
さ
れ
た
名
詞
は
五
二
語
で
あ
り
、
七
ク
ラ
ス
タ

ー
に
よ
る
デ
ン
ド
ロ
グ
ラ
ム
が
形
成
さ
れ
た
。
他
の
二
市
と
同
様
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
」
に
係
る
ク
ラ
ス
タ
ー
は
独
立
し
て

い
た
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
」
に
係
る
ク
ラ
ス
タ
ー
に
隣
接
す
る
の
は
、
子
育
て
・
教
育
関
連
の
ク
ラ
ス
タ
ー
（
四
語
）
で
あ
り
、

そ
の
近
接
性
も
ま
た
他
の
二
市
と
共
通
し
て
い
る
。
次
い
で
医
療
関
連
の
六
語
、「
地
区
」、「
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
に
よ
る
四
語
の
ク
ラ
ス

タ
ー
が
順
に
形
成
さ
れ
た
。「
地
区
」、「
セ
ン
タ
ー
」
が
個
別
に
細
分
化
し
て
い
る
の
は
、
越
谷
市
内
一
三
地
区
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
地

区
セ
ン
タ
ー
・
公
民
館
」
の
特
性
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ（
39
）る。

最
大
の
ク
ラ
ス
タ
ー
は
、
デ
ン
ド
ロ
グ
ラ
ム
の
中
央
に
位
置
す
る
語
群
（
一
五
語
）
で
あ
り
、「
対
応
」、「
情
報
」、「
事
業
」、「
支
援
」、

「
相
談
」
な
ど
、「
住
民
の
暮
ら
し
」
に
直
接
関
わ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
広
く
含
ん
で
い
る
。
そ
の
下
側
に
は
、「
運
営
」、「
予
算
」、「
整
備
」、

「
設
置
」、「
管
理
」
な
ど
、
主
に
行
政
事
務
の
執
行
に
関
連
す
る
九
語
と
、「
環
境
」
や
「
経
済
」
等
を
含
む
八
語
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
そ

れ
ぞ
れ
形
成
さ
れ
て
い
た
。

5
．
3

小
括

表
5
は
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
を
通
じ
て
表
出
し
た
三
市
の
政
策
課
題
を
互
い
の
共
通
性
に
沿
っ
て
縮
約
し
、
一
覧
表
化
し
た
も
の
で
あ

る
。
三
市
全
体
で
は
、
①
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
、
②
子
育
て
・
教
育
、
③
保
健
医
療
体
制
、
④
防
災
ま
ち
づ
く
り
（
災
害
・
避
難
）
な
ど
の

四
つ
の
領
域
に
お
い
て
、
政
策
課
題
に
共
通
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
本
分
析
の
対
象
期
間
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
（C

O
V
ID―19

）の
世
界
的
流
行
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
と
時
期
が
重
な
っ
て
お
り
、
解
釈
上
、
そ
の
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

本
事
例
は
、
①
（
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
）
の
政
策
課
題
に
対
し
、
特
に
密
接
に
関
連
す
る
三
つ
の
政
策
課
題
が
そ
の
周
辺
課
題
と
し
て
顕
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著
に
表
出
し
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
分
析
結
果
は
、
①
（
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
）
に
伴
う
「
緊
急
性
」
や
「
特
殊
性
」
な
ど

が
、
審
議
構
造
に
対
し
て
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
点
を
明
示
し
た
。
と
は
言
え
、
②（
子
育
て
・
教
育
）や
④（
防
災
ま
ち
づ
く
り
）

の
政
策
課
題
は
、近
年
、少
子
高
齢
化
の
問
題
や
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
な
ど
か
ら
、全
国
的
に
重
視
さ
れ
が
ち
な
政
策
領
域
に
も
重
な
っ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ら
政
策
課
題
の
ラ
ベ
ル
自
体
に
さ
ほ
ど
目
新
し
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

そ
れ
で
も
、
人
口
が
集
中
す
る
大
都
市
や
そ
の
周
辺
地
域
で
は
、

感
染
症
の
拡
大
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、
例
え
ば
「
学
校
の
休
校
措

置
」、「
病
床
数
の
管
理
」、「
災
害
発
生
時
に
お
け
る
避
難
所
の
感
染

症
対
策
」
な
ど
に
関
し
、
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
場
面
が
と
り
わ
け
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
析
出
さ
れ
た
そ
れ
ら

政
策
課
題
の
背
景
に
は
、「
人
口
密
度
の
高
さ
」
や
「
人
々
の
動
き
」

な
ど
を
発
端
と
す
る
都
市
自
治
体
な
ら
で
は
の
特
殊
要
因
が
存
在
し

て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン

グ
に
よ
り
表
出
し
た
概
括
的
な
政
策
課
題
に
対
し
て
、
更
な
る
定
性

的
な
考
察
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

一
方
、「
行
財
政
運
営
」（
川
越
市
・
川
口
市
）、「
高
齢
者
福
祉
」

（
川
越
市
・
川
口
市
）、「
地
域
経
済
」（
川
口
市
・
越
谷
市
）
な
ど

は
、
二
市
間
に
共
通
す
る
政
策
課
題
と
し
て
縮
約
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
越
谷
市
の
分
析
結
果
か
ら
、「
行
財
政
運
営
」

表5 政策課題の「共通性」と「差異性」

（出典）筆者作成
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と
は
更
に
細
分
化
さ
れ
得
る
可
変
的
な
ラ
ベ
ル
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
の
方
法
自
体
を

改
良
す
る
余
地
は
残
さ
れ
て
い
る
。

各
市
の
課
題
を
相
対
比
較
す
る
と
、「
差
異
性
」
が
認
め
ら
れ
る
（
非
共
通
の
）
政
策
課
題
は
合
計
で
七
つ
挙
げ
ら
れ
る
（
川
越
市：

一
、
川
口
市：
二
、
越
谷
市：

四
）。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
機
能
を
用
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
関
連
す
る
発
言
を
個
々
に
観
察
す
る
と
、

各
市
固
有
の
特
性
や
具
体
的
施
策
な
ど
に
規
定
さ
れ
る
言
説
が
複
数
観
察
さ
れ
た
。
本
事
例
に
お
い
て
「
差
異
性
」
が
認
め
ら
れ
る
政
策

課
題
と
は
、
個
々
の
自
治
体
の
「
区
域
内
」
に
と
ど
ま
る
も
の
と
し
て
概
ね
整
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
本
稿
の
知
見
は
短
期
間
の
分
析
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
未
だ
収
束
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い
「
コ
ロ
ナ
禍
」
に
も
密
接
に

関
連
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
研
究
成
果
の
普
遍
性
を
よ
り
確
保
す
る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
分
析
期
間
を
過
去
に
遡
っ
て
拡
大
し
、

テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
の
分
量
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
と
は
言
え
、
本
稿
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
（C

O
V
ID

―19

）

に
よ
っ
て
世
界
全
体
が
危
殆
に
瀕
す
る
状
況
の
下
、
わ
が
国
地
方
議
会
が
論
じ
て
い
る
タ
イ
ム
リ
ー
な
政
策
課
題
を
断
片
的
に
明
示
す
る

こ
と
は
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

Ⅵ

結
論
と
課
題

本
稿
で
は
、
自
治
体
の
地
理
的
条
件
と
政
策
課
題
と
の
関
連
性
に
留
意
し
つ
つ
、「
首
都
近
郊
自
治
体
」
の
う
ち
埼
玉
県
内
の
中
核
市

三
市
を
対
象
と
し
て
、
市
議
会
会
議
録
の
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
か
ら
観
察
さ
れ
た
政
策
課
題
の
「
共
通
性
」
と
「
差
異
性
」
に
関
す
る

考
察
を
試
み
た
。

福
祉
、
医
療
、
教
育
、
防
災
な
ど
、
自
治
体
の
基
幹
を
担
う
政
策
領
域
に
関
し
て
は
、
地
域
、
規
模
及
び
時
期
等
に
か
か
わ
ら
ず
広
く
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共
通
課
題
と
化
し
や
す
い
。
そ
の
一
方
、
住
民
の
代
表
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
地
方
議
会
で
は
、
人
口
の
動
態
に
関
連
す
る
文
脈
の
中
で
個

別
の
政
策
課
題
が
論
じ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
複
数
の
自
治
体
間
に
お
い
て
人
口
数
や
地
域
特
性
に
大
き
な
差
が
生
じ
る

と
、
緊
急
性
や
特
殊
性
を
伴
う
事
象
に
対
し
、
政
策
課
題
の
捉
え
方
が
相
互
に
乖
離
す
る
可
能
性
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
の
知
見
か
ら
、
地
方
議
会
会
議
録
を
対
象
と
し
た
内
容
分
析
は
、
都
市
自
治
体
を
め
ぐ
る
政
策
課
題
の
構
造
を
視
覚
的
か
つ

相
対
的
に
明
示
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
概
ね
適
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
本
稿
で
は
、
①
同
一
県
内
、
②
自
治
制
度

上
の
同
一
区
分
（
中
核
市
）、
③
都
心
か
ら
三
〇
㎞
圏
内
と
い
う
単
純
な
条
件
に
当
て
は
ま
る
自
治
体
が
結
果
と
し
て
分
析
対
象
に
選
択

さ
れ
た
が
、
本
稿
が
照
準
を
合
わ
せ
る
「
首
都
近
郊
自
治
体
」
は
こ
の
限
り
で
な
い
。「
大
都
市
圏
の
中
心
勢
力
は
行
政
制
度
上
の
「
区

域
」
を
越
え
て
後
背
地
に
ま
で
及
ぶ
」
と
い
う
図
式
に
立
て
ば
、
都
心
を
核
と
す
る
自
治
体
相
互
の
地
理
的
連
担
性
に
焦
点
を
当
て
る
こ

と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
分
析
対
象
の
更
な
る
精
緻
化
に
向
け
て
、
大
都
市
の
後
背
地
自
治
体
を
合
理
的
に
選
別
す
る
計
量
モ
デ
ル
を
提

示
す
る
な
ど
、
研
究
の
発
展
可
能
性
が
あ
る
。

大
都
市
圏
内
の
自
治
体
間
に
共
通
す
る
政
策
課
題
が
析
出
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ら
の
課
題
は
自
治
体
相
互
連
携
の
指
標
に
な
り
、
将
来
の

制
度
改
革
の
あ
り
方
を
部
分
的
に
示
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
前
提
条
件
と
し
て
、
個
々
の
自
治
体
の
「
区
域
」
を
分
析
対
象
と
し

つ
つ
、「
区
域
」
を
越
え
た
相
対
比
較
に
よ
っ
て
政
策
課
題
の
構
造
を
可
視
化
す
る
作
業
過
程
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
よ
り
普
遍
性
の
あ
る

知
見
を
得
る
た
め
の
枠
組
み
を
構
築
す
る
べ
く
、
今
後
、
追
加
的
な
分
析
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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八
）「
地
方
議
会
の
会
議
録
を
利
用
し
た
防
災
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
中
学
校
社
会
科
の
授
業
」『
名
古
屋
学
院
大
学
論
集

社
会
科

学
篇
』（
名
古
屋
学
院
大
学
）
第
五
四
巻
第
三
号
、pp.197

―222

。

小
田
切
康
彦（
二
〇
一
六
）「
地
方
議
会
に
お
け
る
協
働
言
説
―
関
西
地
方
を
例
と
し
て
―
」『
同
志
社
政
策
科
学
研
究
』（
同
志
社
大
学
政
策
学
会
）
二
〇

周
年
記
念
特
集
号
、pp.45
―57
。

小
田
切
康
彦（
二
〇
一
九
）「
地
方
議
会
に
お
け
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
め
ぐ
る
言
説
の
変
容
―
地
方
議
会
会
議
録
を
用
い
た
分
析
」『
社
会
科
学
研
究
』（
徳
島
大
学

総
合
科
学
部
）
第
三
三
号
、pp.1
―15
。

曽
我
謙
悟（
二
〇
一
九
）『
日
本
の
地
方
政
府

一
七
〇
〇
自
治
体
の
実
態
と
課
題
』
中
央
公
論
新
社
。

高
丸
圭
一（
二
〇
一
三
）「
地
方
議
会
で
は
何
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
か
―
宇
都
宮
市
議
会
会
議
録
の
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
」『
宇
都
宮
共
和
大
学
都
市
経

済
研
究
年
報
』
第
一
三
号
、pp.162

―173

。

高
丸
圭
一（
二
〇
一
九
）「
地
方
議
会
会
議
録
コ
ー
パ
ス
と
地
方
議
会
会
議
録
を
用
い
た
学
術
研
究
の
現
状
」『
知
識
と
情
報
（
日
本
知
能
情
報
フ
ァ
ジ
イ
学

会
誌
）』第
三
一
巻
第
二
号
、pp.25

―33

。

爲
我
井
慎
之
介
（
二
〇
一
五
ａ
）「
計
量
テ
キ
ス
ト
分
析
に
よ
る
政
策
課
題
か
ら
見
た
特
例
市
移
行
―
埼
玉
県
越
谷
市
を
事
例
と
し
て
―
」『
日
本
地
域
政

策
研
究
』（
日
本
地
域
政
策
学
会
）
第
一
四
号
、pp.66

―73

。

爲
我
井
慎
之
介
（
二
〇
一
五
ｂ
）「
都
市
属
性
か
ら
見
た
政
令
指
定
都
市
の
中
核
性
に
関
す
る
研
究
―
後
発
型
政
令
指
定
都
市
を
中
心
と
し
て
―
」『
公
共

政
策
研
究
』（
日
本
公
共
政
策
学
会
）
第
一
五
号
、pp.116

―130

。

爲
我
井
慎
之
介（
二
〇
一
九
）「
大
都
市
制
度
の
変
容
と
改
革
に
関
す
る
一
考
察
―
制
度
再
編
に
向
け
た
定
量
的
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
―
」『
日
本

地
域
政
策
研
究
』（
日
本
地
域
政
策
学
会
）
第
二
二
号
、pp.30

―37

。

地
方
議
会
研
究
班
（
名
取
良
太
・
田
中
智
和
・
岡
本
哲
和
・
石
橋
章
市
朗
・
梶
原
晶
・
坂
本
治
也
・
秦
正
樹
）（
二
〇
二
〇
）『
地
方
議
会
の
審
議
過
程
〜

テ
キ
ス
ト
分
析
に
よ
る
定
量
化
の
試
み
』（
関
西
大
学
法
学
研
究
所
研
究
叢
書
第
六
三
冊
）
関
西
大
学
法
学
研
究
所
。

樋
口
耕
一（
二
〇
二
〇
）『
社
会
調
査
の
た
め
の
計
量
テ
キ
ス
ト
分
析
【
第
二
版
】
内
容
分
析
の
継
承
と
発
展
を
目
指
し
て
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
。
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増
田
正（
二
〇
一
四
）「
群
馬
県
下
に
お
け
る
主
要
三
市
議
会
会
議
録
に
関
す
る
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
分
析
」『
地
域
政
策
研
究
』（
高
崎
経
済
大
学
地
域

政
策
学
会
）
第
一
七
巻
第
一
号
、pp.1

―17

。

増
田
正（
二
〇
一
六
）「
北
関
東
地
方
に
お
け
る
政
策
課
題
と
地
方
議
会
改
革
―
主
要
七
市
議
会
会
議
録
の
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
分
析
―
」『
地
域
政
策
研

究
』（
高
崎
経
済
大
学
地
域
政
策
学
会
）
第
一
八
巻
第
二
・
三
合
併
号
、pp.33

―49

。

増
田
正（
二
〇
一
七
）「
計
量
テ
キ
ス
ト
分
析
に
よ
る
わ
が
国
地
方
議
会
の
審
議
内
容
を
可
視
化
す
る
方
法
に
つ
い
て
」『
地
域
政
策
研
究
』（
高
崎
経
済
大

学
地
域
政
策
学
会
）
第
一
九
巻
第
三
号
、pp.161

―175

。

増
田
正（
二
〇
一
八
）「
我
が
国
地
方
議
会
に
お
け
る
政
治
・
行
政
関
係
の
計
量
テ
キ
ス
ト
分
析
」『
地
域
政
策
研
究
』（
高
崎
経
済
大
学
地
域
政
策
学
会
）

第
二
〇
巻
第
三
号
、pp.1
―19

。

松
田
亮
三（
二
〇
一
七
）「
日
韓
に
お
け
る
保
険
料
賦
課
を
め
ぐ
る
政
策
課
題
の
共
通
性
と
差
異
―
二
か
国
の
事
例
か
ら
の
問
い
―
」『
社
会
政
策
』（
社
会

政
策
学
会
）
第
九
巻
第
二
号
、pp.68
―72

。

【
注
】

（
1
）
金
井（
二
〇
〇
七
）pp.89

―90

。

（
2
）
宇
野
・
五
百
旗
頭（
二
〇
一
五
）﹇
金
井
利
之
﹈pp.37

―38

。

（
3
）
曽
我（
二
〇
一
九
）は
、
本
来
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
地
方
分
権
改
革
の
各
種
取
り
組
み
に
併
せ
て
、
主
に
「
地
方
交
付
税
」
に
よ
る
「
地
域
間

再
分
配
」
の
あ
り
方
を
見
直
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
政
の
争
点
と
し
て
未
だ
正
面
か
ら
扱
わ
れ
て
い
な
い
点
を
指
摘
し
た
（
曽

我（
二
〇
一
九
）pp.222

―230

）。

（
4
）
金
井（
二
〇
〇
七
）pp.160

―162

、
爲
我
井（
二
〇
一
九
）p.33
な
ど
。

（
5
）
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
横
浜
市
、
川
崎
市
、
千
葉
市
、
さ
い
た
ま
市
、
相
模
原
市
に
よ
る
「
九
都
県
市
首
脳
会
議
」（
当
初

設
立：

一
九
七
九
年
七
月
）
を
基
に
し
た
枠
組
み
で
あ
る
。

（
6
）
二
〇
一
〇
年
一
二
月
設
立
。
構
成
団
体
は
、
滋
賀
県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
、
和
歌
山
県
、
鳥
取
県
、
徳
島
県
、
京
都
市
、
大

阪
市
、
堺
市
及
び
神
戸
市
で
あ
る
（
二
〇
二
一
年
四
月
現
在
）。
そ
の
ほ
か
、
密
接
な
連
携
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
認
め
る
「
連
携
団
体
」
と
し
て
、

福
井
県
と
三
重
県
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。

（
7
）
具
体
的
な
施
策
と
し
て
、
例
え
ば
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
一
体
的
な
運
航
体
制
の
構
築
や
、
自
然
災
害
発
生
時
に
お
け
る「
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
方
式
」
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に
よ
る
迅
速
な
被
災
地
支
援
の
実
施
な
ど
が
あ
る
（https://w

w
w
.kouiki-kansai.jp/koikirengo/koikirengo/150.htm

l

（
二
〇
二
一
年
七
月
二
日
取

得
））。

（
8
）
例
え
ば
、
埼
玉
県
の
「
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
広
域
連
合
」（
一
九
九
九
年
七
月
設
立
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
当
該
団
体
は
、
埼
玉
県
と
県
内

全
市
町
村
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
事
業
の
共
同
実
施
な
ど
を
通
じ
て
、
広
く
県
内
自
治
体
職
員
の
人
材
開
発
や
交

流
促
進
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
（http://w

w
w
.hitozukuri.or.jp/w

hat.htm
l

（
二
〇
二
一
年
七
月
二
日
取
得
））。

（
9
）
増
田（
二
〇
一
七
）p.162

。

（
10
）
同
右
。

（
11
）
Ｉ
Ｔ
用
語
辞
典e-W

ords

（https://e-w
ords.jp/

（
二
〇
二
一
年
九
月
一
四
日
取
得
））。

（
12
）
「
形
態
素
解
析
」
と
は
、「
自
然
言
語
で
書
か
れ
た
文
を
言
語
上
の
最
小
単
位
で
あ
る
形
態
素
に
分
割
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
品
詞
や
変
化
な
ど
を
割

り
出
す
こ
と
」
で
あ
る
（
同
右
）。

（
13
）
増
田（
二
〇
一
六
）p.35
。

（
14
）
同
右
。

（
15
）
高
丸（
二
〇
一
九
）pp.29

―32

。

（
16
）
宇
都
宮
市
、
水
戸
市
、
つ
く
ば
市
、
熊
谷
市
、
高
崎
市
、
前
橋
市
、
太
田
市
。
う
ち
四
市
（
宇
都
宮
市
、
水
戸
市
、
高
崎
市
、
前
橋
市
）
は
地
方

自
治
法
（
昭
和
二
二
年
法
律
第
六
七
号
）
第
二
五
二
条
の
二
二
に
よ
る
「
中
核
市
」、
そ
の
他
三
市
（
つ
く
ば
市
、
熊
谷
市
、
太
田
市
）
は
同
法
附

則
（
平
成
二
六
年
五
月
三
〇
日
法
律
第
四
二
号
）
第
二
条
に
よ
る
「
施
行
時
特
例
市
」（
改
正
前
第
二
五
二
条
の
二
六
の
三
第
一
項
の
「
特
例
市
」）

で
あ
る
（
二
〇
二
一
年
四
月
現
在
）。

（
17
）
首
都
圏
整
備
法
（
昭
和
三
一
年
法
律
第
八
三
号
）
第
二
条
第
一
項
。

（
18
）
地
域
保
健
法
（
昭
和
二
二
年
法
律
第
一
〇
一
号
）
第
五
条
第
一
項
。

（
19
）
主
成
分
得
点
に
よ
る
二
〇
政
令
指
定
都
市
の
類
型
化
に
つ
い
て
は
、
爲
我
井
（
二
〇
一
五
ｂ
）pp.121

―127

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
20
）
人
口
、
面
積
、
人
口
密
度
及
び
昼
夜
間
人
口
比
率
は
、
平
成
二
七
年
度
国
勢
調
査
に
よ
る
。
人
口
増
減
率
は
、
前
回（
平
成
二
二
年
度
国
勢
調
査
）

実
績
値
と
の
相
対
比
較
に
よ
り
算
出
し
た
。
財
政
力
指
数
は
、
平
成
三
〇
年
度
か
ら
令
和
二
年
度
ま
で
の
三
か
年
平
均
値
（
埼
玉
県
企
画
財
政
部
市

町
村
課
公
表
値
）
を
採
用
し
た
。

（
21
）

https://w
w
w
.e-stat.go.jp

/stat-search
/files?page=

1
&
layout=

datalist&
toukei=

00200521
&
tstat=

000001080615
&
cycle=

0
&
tclass

1
=

000001089055
&
tclass

2
=
000001089057

&
tclass

3
=
000001089068

&
stat_

infid
=
000031473931

&
cycle

_
facet=

cycle
&
tclass

4
val=

0
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（
二
〇
二
一
年
七
月
七
日
取
得
）

（
22
）

https://w
w
w
.e-stat.go.jp

/stat-search
/files?page=

1
&
layout=

datalist&
toukei=

00200521
&
tstat=

000001080615
&
cycle=

0
&
tclass

1
=

000001101935&
tclass

2=
000001101955&

tclass
3=
000001101966&

cycle_facet=
cycle&

tclass
4
val=
0

（
二
〇
二
一
年
七
月
七
日
取
得
）

（
23
）

https://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/a0107/jyuum
innokatahe/sityousondate.htm

l#zaiseiryoku

（
二
〇
二
一
年
七
月
七
日
取
得
）

（
24
）
二
〇
一
四
年
の
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
り
、
中
核
市
制
度
（
一
九
九
四
年
〜
）
の
指
定
に
係
る
人
口
要
件
は
「
人
口
二
〇
万
人
以
上
」
に
改
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、
特
例
市
制
度
（
一
九
九
九
年
〜
）
を
廃
止
す
る
こ
と
で
、
中
核
市
・
特
例
市
両
制
度
の
統
合
が
図
ら
れ
た
。

（
25
）
平
成
二
七
年
度
国
勢
調
査
実
績
値
に
よ
る
と
、
例
え
ば
人
口
三
〇
万
人
以
上
を
擁
す
る
宇
都
宮
市
、
高
崎
市
及
び
前
橋
市
の
人
口
密
度
は
八
〇
〇

〜
一
、
二
〇
〇
人
／
�
程
度
の
範
囲
内
に
あ
り
、
昼
夜
間
人
口
比
率
は
全
て
一
〇
〇
％
を
超
え
る
状
況
に
あ
っ
た
。

（
26
）
「K

H
C
oder

」（https://khcoder.net/

）
と
は
、
多
変
量
解
析
を
用
い
て
デ
ー
タ
を
要
約
・
提
示
し
つ
つ
、
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
ル
ー
ル
の
作
成
に
よ

り
、
明
示
的
に
理
論
仮
説
の
検
証
や
問
題
意
識
の
追
究
を
行
う
こ
と
を
可
能
と
す
る
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
あ
る
。

（
27
）
こ
こ
で
の
「
名
詞
」
と
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
お
け
る
品
詞
分
類
の
う
ち
「
名
詞
」
及
び
「
サ
変
名
詞
」
と
す
る
。
な
お
、「
サ
変
名
詞
」
と
は
、

語
尾
に
「
〜
す
る
」
を
付
す
る
と
動
詞
化
す
る
名
詞
で
あ
る
。

（
28
）
増
田（
二
〇
一
七
）p.173

。

（
29
）
樋
口（
二
〇
二
〇
）p.211

。

（
30
）
増
田（
二
〇
一
七
）p.168

。

（
31
）
「K

H
C
oder

」
で
は
、「
比
較
的
強
く
お
互
い
に
結
び
付
い
て
い
る
部
分
」
の
こ
と
を
暫
定
的
に
「
サ
ブ
グ
ラ
フ
」
と
表
記
し
て
い
る
（
樋
口

（
二
〇
二
〇
）p.185

）。
そ
の
概
念
は
、
ほ
ぼ
「
カ
テ
ゴ
リ
ー
」
に
符
合
す
る
と
言
え
る
。

（
32
）
増
田（
二
〇
一
七
）に
よ
る
七
つ
の
定
式
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
増
田（
二
〇
一
七
）pp.165

―166

を
一
部
加
筆
修
正
）。

①
要
素
は
必
ず
い
ず
れ
か
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
サ
ブ
グ
ラ
フ
）
に
連
結
さ
れ
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
要
素
を
考
慮
し
た
一
つ
の
名
称
が
与
え
ら
れ
る
。

②
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
原
則
と
し
て
三
要
素
（
三
語
）
以
内
で
表
現
さ
れ
、
意
味
の
ま
と
ま
り
に
よ
っ
て
、
直
接
連
結
す
る
場
合
（
Ａ
Ｂ
）
と
並
置
す

る
場
合
（
Ａ
・
Ｂ
）
が
あ
る
。

③
二
つ
の
要
素
（
Ａ
、
Ｂ
）
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
「
Ａ
Ｂ
」
ま
た
は
「
Ｂ
Ａ
」
と
し
て
連
結
す
る
も
の
と
し
、
そ
れ
ら
の
語
順
は
自
然
言
語
と
し
て
意

味
が
通
る
も
の
を
優
先
す
る
。
お
互
い
に
独
立
し
て
い
る
場
合
に
は
、「
・
」
を
付
す
。

④
三
つ
の
要
素
（
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
）
は
「
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
」
と
す
る
か
、
各
要
素
に
共
通
す
る
（
メ
タ
レ
ベ
ル
の
）
新
し
い
ラ
ベ
ル
（
Ｄ
）
を
付
け
る
。

⑤
四
つ
以
上
の
要
素
に
は
、（
メ
タ
レ
ベ
ル
の
）
新
し
い
ラ
ベ
ル
（
Ｅ
）
を
付
与
す
る
。
も
し
そ
れ
が
難
し
い
時
に
は
、
頻
出
度
の
多
い
要
素
を
三
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つ
ま
で
並
置
さ
せ
る
こ
と
で
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
要
素
に
主
体
（
人
間
）
が
含
ま
れ
る
と
き
、
優
先
的
に
ラ
ベ
ル
に
取
り
入
れ
る
。

⑦
ラ
ベ
ル
付
け
は
、
要
素
の
内
容
を
簡
潔
に
縮
約
す
る
た
め
に
な
さ
れ
る
。
異
な
る
共
起
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
に
お
い
て
は
、
た
と
え
ラ
ベ
ル
が
同
じ

で
あ
っ
て
も
、
要
素
の
構
成
が
同
じ
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
逆
に
、
要
素
の
構
成
と
サ
イ
ズ
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、
同
一
の
ラ
ベ
ル
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

（
33
）
爲
我
井
（
二
〇
一
五
ａ
）p.70

、
増
田（
二
〇
一
六
）pp.37

―38

な
ど
。

（
34
）
例
え
ば
、
川
越
市
に
お
け
る
行
政
機
構
上
の
名
称
の
一
つ
に
「
産
業
観
光
部
」
が
あ
る
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
「
Ｋ
Ｗ
Ｉ
Ｃ
コ
ン
コ
ー
ダ
ン
ス
」
機

能
に
よ
っ
て
実
際
に
会
議
録
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
概
観
す
る
と
、「
産
業
観
光
部
長
」
な
ど
、
議
長
に
よ
る
議
事
進
行
上
の
発
言
が
複
数
回
含
ま

れ
て
い
た
。

（
35
）
「
相
談
」
の
延
べ
出
現
回
数
は
三
八
九
回
で
あ
り
、
う
ち
「
セ
ン
タ
ー
」
と
接
続
し
て
い
た
回
数
は
三
七
回
で
あ
る
。
な
お
、
三
七
回
中
二
八
回

は
「
子
ど
も
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
36
）
二
〇
二
一
年
一
月
一
日
改
定
。
な
お
、
当
初
、
二
〇
二
〇
年
九
月
一
日
に
改
定
実
施
の
予
定
だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

市
民
生
活
や
地
域
経
済
等
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
て
、
四
か
月
延
期
さ
れ
た
経
過
が
あ
る
。

（
37
）
例
え
ば
、
越
谷
市
に
お
け
る
行
政
機
構
上
の
名
称
の
一
つ
に
「
環
境
経
済
部
」
が
あ
る
。
ま
た
、
議
会
内
部
機
関
の
名
称
の
一
つ
に
「
教
育
・
環

境
経
済
常
任
委
員
会
」
が
あ
る
。
川
越
市
と
同
様
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
「
Ｋ
Ｗ
Ｉ
Ｃ
コ
ン
コ
ー
ダ
ン
ス
」
機
能
に
よ
っ
て
実
際
に
会
議
録
の
テ
キ
ス

ト
デ
ー
タ
を
概
観
す
る
と
、
議
長
に
よ
る
議
事
進
行
上
の
発
言
が
複
数
回
含
ま
れ
て
い
た
。

（
38
）
越
谷
市
で
は
、「
新
た
な
に
ぎ
わ
い
創
出
及
び
地
域
経
済
活
性
化
」
の
一
環
と
し
て
、
都
市
基
盤
整
備
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て

お
り
、
そ
れ
に
関
連
す
る
議
論
が
活
発
化
し
や
す
い
状
況
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
39
）
当
該
施
設
は
、
社
会
教
育
施
設
（
公
民
館
）
の
機
能
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
な
ど
に
関
す
る
業
務
機
能
を
加
え

た
「
各
地
区
住
民
の
活
動
拠
点
」
で
あ
り
、
災
害
発
生
時
の
避
難
場
所
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
施
設
の
特
性
か
ら
、
地
域
の
様
々
な

議
論
に
結
び
付
き
や
す
い
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。


